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多賀域市の文化財 援lこ参加 |、ノて

2印ユ年3 11 に発 した東北地 太平洋
沖地震による文化財等の被害は極めて広範囲で
探刻であつた。ここでは私が要請を受けて5月
船 カ必6 4 まで参加した宮城県多賀城市
の文化財被害と救援活動について報告する。
多賀城市は仙台市の北東イ則に隣接し、 市士或は

仙台湾の後背地となっている。津波は市域の中
央を流れる砂押川を遡上し、 さ2箇4メート
ルで流域の約雕氾へクタールが浸 し多<の死
傷者を出した。浸 域には旧伊達家重 の「天
童家」やその家 団ゆかりの八播地区や近世の
街逼である「塩畫街遣」治いの 家の蔵など、
この地域特有の歴史的建造物が多<残つており

れらが壊滅的被害を受けた。震災後、蔵の所
有者からは市に対して解体の相談や、片付け中
に発 された 剣類の取り扱い、 没した文箱
や文書のカビなど、損傷や処分についての柏談
が寄せられたo文化庁や県、NPOが達携して
立ち上げた文化財レスキユーではとても対応で
きず、市文化財課では市内にある県立東北歴史
博物館と連携した取り組みを行うこととした。
まず市文化財課耳哉員により 4 月 1 日から 30
まで 家の蔵の被害現況詞査を実施し、引き

続き5 下旬から4週間にわたって板倉 愴\
倉等の古文書等歴史資料、 俗資料の調査・

保全を行った。これには太宰府市、三重県朋和
町、 原市、軍分寺市の文化財担当職 が1
~2蕕加わり3~4班編成で現地活動をおこな
った。その結果、蜷9掠を確認し、被災した蔵
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から救出した資料は数百点に及ぶ。これら資料
は所有者が引き続き保管することを基本とし可
能な限り現地で記録と乾燥や 砂の除去・洗浄
作業を つた。現地での対応が困難なものは埋
蔵文化財センターに持ち込み、今後の処理 法
を検討する ととしたo

多賀城市の迅遠な文化財救出活動に学ぶこ
とは多い。紙数の関係から次の2点について記
す。

事前の状況把握と所有者との信顆関係の不
断の構築の重要性について。多賀城市では「歴
史的風致維持向上計画」の策定作業を進めてい
た 先であり、被災した蔵のある程度の現況杷
握と所有者との信顆関係が醗成されていた。こ
の二とが遠やかに所有者との達携を可能にし
「地域の文化財は地域で守る」ことができたと

考える。困難な状況においても所有者の皆さん
は私たちの活動に 変好意的かつ協 的であつ
た二とに感銘した次第である。

次に広域的 援のネッ ワークの必要性に
ついてである。今回のように広範囲に甚 な被
害が及んだ場合、従来の国、県、市町村という
枠組みや、近隣 治体の運携などが 分な機能
を果たせない。多賀城市の支援は、全市協(全
国史跡整備市町村協議会)活動を通じ も文
化財担当者も全軍の市町村間に緊密な仲間意識
を共有していた二 とが背景にある。 二 う したネ
ツ ワークの強化と運 を検討すべきであるo

|_ ーロ牢ヱn牢糞ーーー苳上ーn|
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このコーナーでは、神奈川県の考古学の 台

を築いた ヶの 跡をインタビュー形式で振り
返ります。今回は川崎市在住の持田春吉先生に
お話を伺いました。

ーー考古学との出会い、その後の経緯は?
学5年 になると国史という科 があつて

特に好きだったんです。それが逼進するきっか
けだつたのかなo

そし甜醜拍鮑齧4年項、この 地の郷 史、
考古学に興昧を持つたものが何 かいまして、
会が まれたんですo私は畑耕作をしつつ近辺
の台地を踏査しました。主に宮前区・ 津区内
ですが、 それが地峯n表のも と になつたんです。
地冬表の前形作りをしてたわけですね。盆とか
お節句だとか、そういう農家の休みの日に踏査
をした。まだそんなに宅地造成が急じやなかつ
たので、発掘つていうのはなかつた。だからそ
ういう仕事からはじめたんです。それまでは遺
跡地霞なんかありませんから齔あの台地になに
があるか」というのを全部チェツクしました。
それから報告書などを端から集めまして、この
土器は何時代のものだつてのをある程度把握し
ていま した。

昭和30年には 津図書館友の会が発 した
んです。大型の宅地造成が入つたのは30年、
40年代から。宅地造成がはじまると、マンシヨ
ンを建て7牢こ り 谷が 15 メー トル〈 らい削ら
れま した。 開発が急になつたんです。 それで急
に造跡謂査が出てきたんですね邇在30年に友
の会に加入して、その中に事務所をおいたんで
す。躙書館を中継して稼慟していました。拍津

丘陵は開発が早かつたですね睦H年には津
田山の丘陵の裏山のほうに東急の宅地造成の開
発が入つた。斜 に横穴古潰(津 久地横穴
墓群)が掘り込んであると、図書館に 報が入
る。 「穴が開いたから に来て< ださい」。
ウチの会が んでいくの。当時は、発掘は威張
つてできなかつたo "敢機能が厳し〈 なかつた.

か魅だからブルの運転 に炒涙ヴズした愚
埋めちやわあ」なんて われると「本当に申し
訳ない榊路測をするからもう少し待つて<ださ
い」つて拝み倒して、3 間<らいの緊急謂査
をやつたは硼吶 発掘謂査に入つたはじめて。
その後は珀年代には 尾権現台造跡など、多<
の遺跡を謂査しました。川峙考古学研究所の設
立は、昭和駆年です。

ーーいちばん印象に残っている遺跡は?
鳶沼遺跡かなあ。鳶招造跡を私が確認、発

したのは兵役から復員した直後。斜面地を開墾
してなん と か食米量をつ く れつてい う 国策で私が
開墾した畑の隣接地の山林が、鳶沼遺跡。完形
に近い土器や石器がそこらじゆうに散らばって
いましたね。耕作されていないから残りが非常
に良かつた。だから、区画整理前は をつけな
いで<れって、工事事務所に言つていたんだけ
ど、 側と南側の斜 がブルドーザーで削られ
ちやつたの。黒浜媚諭の住屠をね、3軒か4 于
く らいぶつ 二わしたのo (壽毒) の住屠は 6 車干
残つてたo 黒霜兵は l 千だけ残つていたo 昭和 38
年から謂査をやり始めまして10日くらいやつ
たんですけれどねo

他にもいろいろ思い出の遣跡があります。十
三菩提造跡は、集落の主体部を発掘もしないで
つぶして県営住宅にしちやつたの。えらいこと
だつて、 青原亘したんですけ どね。 また、 土橋第
六天造跡は非常に きな遺跡ですよ。青森県の
三内九 遺跡のように非常に規模が きな、ま
た継続時期が いi宣跡なんですo でも天地返 し
で壊されちやつた。縄文中期から後期の 器片
なんかが山になつていて「全部捨てつちやう」
って。涙でてきちやいましたね。

ーー半世紀ずっと考古学の世昴をみてこられ
て、どのように思われますか?
あと1O年もしたら川崎から造跡なくなるん

じやないのかなあ。毎 のように造跡を掘つて
ますから。川崎もあと少し、宮前区はもう全部
だねえ、 津区も半分<らいなくなつちやいま
したよね巫O年も経つと 区も多摩区もな<



なつちやうんじやないのかな。その点、研究す
る者、学 にとつてはかわいそうですよ。

ー 地元に密着して学ベた川崎考古学研究所
みたいなところも少な<なってきてしまって
いますよね。

ええ。地元ででた埋蔵文化財はその 地に近
いとこにあつたほうがいいつてのが私の自論な
んですけれどね。なにせ置<揚所、展示場所が
ない。私も行政に言つたんですけどね。で、市

ミュージアムができたのが平成元年oはじめ
は歴史考古に限つ7しこ建物をつて つてい7牢 んだ
けど、 無理だつてo だからせめて考古に関した
スペースは広げたほうが良いと何回も つたん
ですが、残念で就「横浜市もそうだよJって、
横霜兵の は泣いていたけれども、 でも横浜市は
立派な歴史博物館をちやんとつくつたからまだ
いいよねえ。川崎市も横浜に負けない資料があ
るんだけど。ですが私ももう年配なので、研究
所は閑めました。二この遣物などは全部、平成
23年度中に市 ミユージアムに移管しました。
24年の袁尉擬董研究所の資料のテーマ展をミュ
ージアムでやる予定にしているようです。膨
な量でしたからね。

ーー川崎考古学研究所で苦労した点、楽しかっ
た思い出は?

調査は学 を使つていたから、 を集めるの
が 番たいヘんだつたなあ。来ていた学 は全
部住所や電話番号を控えて有りましたから、そ
れで達絡もした。 「きて〈 んねえか」 つてo
来て<れる学 もいましたが、そうでない も
多かつたですね。今はなおさらそうでしようけ
ど。楽しかつたのは、遣跡を掘り上げたあと、
ご苦労さん会をやるんですo その時は楽しかつ
たですね。やり遂げたということで。学 がぶ
つ倒れて酔つて寝てたり (笑)tュ でも楽しかつた
のはそれ<らレ埖葦あとは苦労の達続でしたね。
掘つている最中は苦しかつ7"こo

ーー研究所で考古学に携わつた学 は、どのよ
うな人たちだつたんですか?

研究所にはいろんな 学 がいた。朋治、法
政、 それから立正、 早稲 、 横字兵国 、 県内の

学ほとんど。でもね、それが必ずしも考古学
を専致しているやつらじやない。法学部に籍を
置いて専故しているやつも経済勉強してるやつ
らもここにきてから習得、 から学んだんです
よ。 女性も多かつた。 女の人は平板を丁寧にと
るんだね。学 にはね、2年か3年になると、
区域を担当させた。 器洗いから報告書書くの
まで全部やつてま した よ。

土先生に と つて影響が大きかつた人の思い
出は?

塩野半 郎先 ですね。塩野先 もやはり、
農家なんですよ。兵隊の時もー緒だつたという
のもあります。私は兵役のとき、国分寺に駐屯
していたんです。その隣に塩野先生は住んでお
られ、それで知り合つた。うちに寝泊まりもし
ていました。農 考古学者つていう冬称も、塩
野先 から受け継いだんです。

ーー神奈川の考古学と若い たちにメツセー
ジをお頒いします

県考古学会には うことないけどねえ。考古
学全体には、ちやんとした謂査をやつてほしい
って二とかなあ。若い人には、叩そうですね、
一生懸命やつてほしいという こ と く らいですね。
ーーーーありがと う ございま したo

持田毒吉(もちだはるきち)
大正l4年楢樹郡(現川崎市)で誕生。川崎

市立宮崎尋常 学才交 等科卒業後、 農業に従事o
兵役から復 後、農業の傍ら考古学に勤しむ。
日召禾口 52 杢戸暑こj 順華 王着享転汗多轟克 看 寝爵萱受lノ、 巨目克斤
する平成23年まで運営o川崎市内の多〈の遣
跡発掘調査を い川崎市の考古学の礎をつ<つ
プ興「農 考古学着嘱

(インタビュー:平成辺抄寧遡 23 、川崎
考古学研究所にて担当役員の柔原・野 がお話
を う かがつたo 文責 ご 野口)



*文中に出てきた主な遺跡と人各
・津 久地(つだやま<じ)横穴墓群

川崎市 津区久地及び下作延にある横穴墓群。H基
の横穴墓のうち2基が謂査され、直 ・鉄錨等とと
もIニ、 円筒埴輪片が出±している。

・罵沼(さぎぬま)遺跡
川崎市宮前区鳶沼で発据された縄文時代前期の遺跡
黒浜式期から諸磯式期の住居跡7軒が発 された。

・ 尾権現台くながおごんげんだい)遺跡
川嬌市宮前区五所塚及び多摩区 尾にある遺跡。縄
文時代中期から後期の住居跡 4 軒が発 され、 なか
には、この時期では珍しい五角形の住屠跡もある。

・ 三菩提(じゆうさんぽだい)遺跡
川嬌市宮前区野川にある遺跡で、縄文時代前期末の
標式遺跡として著各。その他にも、縄文時代早期か
ら後期までの遺物が出土している。

・ 橋第六天(つちはしだいろ<てん)遣跡
川峙市宮前区±橋にある縄文時代中期の遺跡。四軒
以上の住居跡が発 されている。

・塩野半 郎〈しおのはんじゆうろう)
1898ー1984 晨業の傍ら遺跡発据 周査に従事。 特に多
摩丘陵を中 とした発掘活動において中 的な役割
を果たし、縄文時代研究に きく貢献。

(註)黒浜、諸磯:文中では「黒浜式±器型式」措都幾
式±器型式」を路している。ともに縄文時代前期

の±器型式o

持 さんの 跡に関しては、持 春吉の歩み
記念誌刊 会が 2010 年I 発 した『農 考古学
者 持 春吉ー新間報逼でみる半世紀の歩み
ー』 に詳 しい。 ぜひ ごー 売 く ださ い。
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かながわの遺跋展「弥生皓代のかながわ
移住者尼ちのムラと社貪の変化」

学会記 乎
渡辺 節雄

学会の参加者は、八 歳を超えられた も
含めて三 名以上と盛況でした。当考古学会は

齢者の 涯学習にも活かされていると感じま
した。皆さん向学 が旺盛で、いろいろと伊
微氏に質問されておられまL忠雹展示物を見て、
アマチユアの勝手な夢想を二こに述べることに
します。

神崎遣跡を造した ヶは、数家族 敷 が、
歓み や種籾の入った壺を携えて、 部劇の幌
馬車隊の標に、舟をつらねてフロンテイアを目
指し、伊豆半島を海岸浴いに回り込み、相模湾
の海辺に治つて東に進み、中 阿川の阿 を
付けては、そこを遡つて新天地を探したのでし
よう。適切な場所に上陸して、太型蛤刃石斧で
木を切り倒し、大型打製石器で竪穴や環濠を据
陛八 製のすき・<わで を耕したのでしよう。

住環境として悪〈ない 久尻川を望む 台に
住んでいたこれらの クはその後何処にいつた
のでしようか。さらなる新天地を求めて移勤し
たのでしようか?三遠地 に帰つたのでしよう
か。昨年の 本列島の禄に 然災害にあつて廃
絶したのでしようか。
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m 15 午後に県考古学会の阿原 坊中造
跡の 学会が われた。

当 の朝は荒天で風雨強<、中 が危惧され
るような天候であつたが、 学会が始まる頃に
は時折晴れ間がみえる夏 となつた。参加者は

数名であつたろ う かo

かながわ考古学財団の池 治 による弥 時
代中・後期、古潰時代前期、古代・中世の 器
や 器の説明を現場事務所でしていただいた。
そして発掘現場の 学となつたが、ポンブで現
場の雨水排水を急いで行つていただいたようで
複雜に重複した弥 時代の竪穴住屠址群や井戸、
旧阿逼などの遣構をわかりやす< ることがで
き た。 現地は相模 l I に近レ 低地にあ り i宣跡は何
度も氾濫にあつたであろうことは、想像に難〈
ないし、実際に掘り込まれていた地 ・覆 も
暗掲 で、私のような現揚から離れて何年も経
た者には這諦刊 こ<い 倒な の棲に思えた。
中世から弥生時代中期まで造溝面が7面も

重複しているという。繰り返し ヶの 活が営
まれ続けていたことになろう。

48 年前、 私は地元中学校の 徒であつた。 今、
思えぱ、家は史跡国分僧寺の 画にあつた官舎

そ で数年を過 ごしたこ と になるo
学校の校庭には きな烏瞰寓の着板があつ

`仁 や 沢齔獄詞恥や 畑の風景が描かれ、
字毎老洛 耕 也や古代条 跡 ・ 分寺と し つ た言葉
も説明されていたように思う。

台にあつて眺望のよい中学校やその裏
「ひようたんやま」の潰丘に登つて西側を眺め

ると、当時は麦畑のかなたに、 の 裾まで
に広がる 圃が眺められたo国分寺や古潰群な
ど、古代柏模の中心地悔老冬である。相模川が
治水され、きつと古代海老名耕地も人ヶによつ
て拓かれていたに違いないと漢然と想像してい
たo

阿原口坊中造跡の謂査がそのことを明らか

にして〈れるだろうと期待をふ〈らまして〈

れる 学会であつブ o

moo- 鮑



I ぇ堪のー筧 商
県内で発 された造蕗溝に焦点を当てて紹分

する新コ~ーナーですo 籾回となる今回は、 ご二の
一年を通して、 本内外を間わず誰もが意識
せざるを得なかつた 「地震」 をキーワ曼ー ドにい
く つかの造ブ溝を取り 上げます。

地震のし<み
地震は地下の断層運動によつて発 します。

断層とは、地層や岩 が上下または左右にずれ
ている部分のことをいい、第四紀以降係勺叩O
万年前から現在ま杓に繰り返し活勤している
断層を特に、活断層といいま判科学技術庁
ZOOOL

神奈 覆|県は変化に富んだ地形が すと お り 、
関東地 の中でも活断屠の密度が い地域で、
最も活発な神綿・国府津ー松 断層帯のほか、
伊勢原断屠、三浦半島断層詳、秦野断層、渋沢
断層などが分布Lて珀ぽ村†神奈川県2 。県
内各地の発掘謂査現場では、これまでにも数多
くの地震の痕跡が確認されています。
造跡の中で見つかつた地震痕跡は、過去に起

きた地震の規模や震源、揺れの性質といった地
震学の知 だけではな〈、前後の屠序を観察す
ることでより細かく地震発 の時期を推定でき
る場合があります。また、地震がおきた当時の

ヶの暮らしに与えた影響ー家屋や構造物ヘの
被害状況ーやその後の クの 動 屠住地の移
転や修復ーについても詳らかにする とが可能
になります。

考古学と地震学双 の視点から地震痕跡を研
究する分野を「地震考古学」といいま対寒川
1跚 。提渇者であり研究の主濤者であるの寒
川旭 は全国の地震痕跡の記録と分析を試みて
おり撻 舶0他五その成果は多<の著作で紹
分されています。神奈川県では、上本進二氏が
中 となつて県内各地の地震痕跡の事例収集と
分析が進め られています[上本 1989 イ也]。

こうした研究の蓄積によつて、過去の地震の
実態が 屠朋らかなつてきています。

発掘謂査で薙認される地靂の爪あと
発掘謂査で薙認できる地震の痕跡には以下

のようなものがあげられます。
晢) 流動化現象
地下水を多<含む屠や粒子の細かい砂牒層は

地震動によつて 圧があがり、 層が液体のよ
うに流動的な動きをする場合があります。粒子
の細かlz\石少礫は地層の脆`弱な部分を縫つて地上
へと咽貢き あがり ます。 発掘 周査では、 下層から
砂脈が 裂のよ う に伸びていた り ( 1)、士也層の

部が乱れて潰 のように上層へ潰きあがつて
いるような状況が断 で観察されます。地震発

時の地表 が削平されずに残存している場合
には、 平面的に口買出 した砂層の広が り
きる場合もあります。 圧によつて砂礫が押し
上げられる運動であるため、 ロ貢砂を形成する石少
層は観察地点に よ つ て砂喋の構成や粒子の大き
さが異なることに注意が必要ですo同標の状況
が火 砕肩物嘩靭班副において じたものをパ
ミ スダイ ク といいます。
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(2) 地 の食い違い(断層)と地割れ
地層が食い違つている様相は、断 でよ<観

察されます苳図2であげた 衝訊藤沢市蝿蘊印
砦造跡の謂査では、弥生時代後期を主体とする
集落に南北 向に何本もの地割れと 断層とが
確認されています。

図2中央の隅丸 形の16号住は、南北に
る3本の地割れによって き<破壊されてい

ます苳当時の床 である射罫断 図中網掛け部
分胴こ 断層や地割れなどの影響が著しいこと



がわかります。 の住届
は、地震で破損した床面
を部分的に補修して、 そ
の上に新たに貼床矼層)
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私たちの祖先は、 コ|蓑孝' " 塚
な 然の脅威に晒されな
がらもこの地で営みを繰
り 返してきま したo 大地
には、 過去の人びとの生
活の痕跡とともに、その
B寺入ァ に \びと を裏つたさ
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ま ざまな災害の爪痕もま
轟轟iゐたひそやかに目民つていま

すo そして 当時の被災

着たちの選捉、復興ヘの
歩みもま7牢こ 地に刻まれ
ているのですo (文責ご寨

原)
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箇平成23年度神奈川昂者古学会講座「災害と者古学」のご案内箇

近年、私蘆ちの環境は き〈変わつてきていま荳。次 と発 荳る 規模な 然災害に駕惜
苞感じさる在得蓋世ん。

歴史の文献在紐解〈と災害に関荳る記述が兒られ、当皓の 痩の動向檎感情が 勾し〈畫か
れており、あら左めて 聞も 然のー部であること琶感じま荳。

舎回の講座では、発掘調歪なとフイー ドで られる災害の痕跡はとのように克られるのか
ま尼、者古学厦関わる私だちが災害皓厦回ができるのかにコいて者えてみだいと恩い蓋荳o

曰 皓 平成24年S月4曰〈曰)
午前1〇皓から午後4皓S已分まで(受付開始ご9皓3〇銓)

場 横浜市歴史博物館 講堂
〈苓寅荳兵市都筑区中j | i中史 1 -1 狂蔓ー 丁e1.〇45ー雀う 2ーア' /'

横浜市営地下鉄緑 セン夕ー北駅jより徒歩5銓)

内 容 I 講 師
講座 寸 総論 駅濠上本進二
講座2 「芽ケ崎市に見る災害痕跡J l 大柑浩荳I 駅
講座S 「譲沢市に る災害痕跡J I 西野吉論 駅
講座4・ 「神奈川県内Iこ る災害痕跡」 l 夫野賢ー 駅
講座5 「傅物館と自然災害J 覆山本雪也 駅

*** みなさま 鳳るつてご参加〈ださい! ***

〇縞集後記
昨年発 した東 本 震災は、私たちにとつ

て、 きな衝撃でした。津波が町をのみ込む、
恐ろしいテレビの映像は今でも鮮朋に覚えてい
まず 神奈川県考古学会にできることは、なん
だろ う ?」 役 会で話 し合われ、 3月 4 日に行
われる考古学講座での「災害と考古学」のテー
マが決まりました庶考古かながわ』でも前号は
中 英さんに阪神淡路 震災の際の文化財対応
について、今号では塚 順正さんに、東 本
震災の際の文化財対応についてご執筆いただき
また、今号開始の「 地の 」でも「地震」
をテ・ーマにさせていただきま したo
東日本大震災により亡<なられた方のご冥

福をお祈りするとともに、被災された方ク、ご
家族、ご親戚の方ヶに心よりお見舞い申し上げ
ます。

ノ 考古かながわ 第 47 号 曼 \

\

〇会誌等に残部あり!
『考古論叢かながわ』 2箇19 牢櫑、 考古

学講座発表要旨、神奈川県遣跡謂査研究発表
会要旨に、残部がございます。会員の でご
入り の は、下記住所もし<はメールアド
レスまでご連絡<ださい。

発 行
発
編 集
印 刷
発 者

神奈川県考古学会
2012 年 2 月 29 日

野口浩史 ・ 桑原安蒙冥美 ・ 高橋 利 (連絡詰担当)
(有)湘南ゲ ツ ド
神奈川県考古学会 会 岡本孝之
〒252ー852O 藤沢市遠藤 5322

康雁、 学 岡本孝之研究室 気付
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